
様式第10号
	二級建築士

木造建築士
	の刑罰に関する届出書

	　
	　私は、　　年　　月　　日 建築士法第７条第三号又は四号に該当することとなりましたので、関係書類を添えて建築士法第８条の２第３項に基づき届け出ます。
	　

	
	　令和　　年　　月　　日

住所　　　　　　　　

届出者　氏名　　　　　　　　

電話　　　　　　　　

長崎県知事　様
	

	
	ふりがな

氏名
	　
	生年月日
	　年　月　日
	性別
	男□　　女□
	

	
	登録年月日
	　　 　　年 　月　 日
	登録番号
	二級建築士

木造建築士
	第      　　　号
	

	
	届出事由
	□　禁EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こ),錮)以上の刑に処せられ、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から五年を経過しない者

□　建築士法の規定に違反して、又は建築物の建築に関し罪を犯して罰金の刑に処せられ、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から五年を経過しない者
	

	
	刑の確定　年月日
	　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
	

	
	※　処理欄
	　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　


	

	　備考　※印のある欄は記入せず、□のある欄は該当する□の中にレ印を付けること。
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